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概要 

本仕様書は、既に認定されている CC-Link/CC-Link IE 対応機器の CSP+ファイルの適合性（コンフォーマンス）テスト項

目に関する仕様書である。 新規製品の認定の場合は、対応する局種別のコンフォーマンステストを適用する。 

なお、本仕様書記載の試験を全て正常判定されることで CC-Link ユーティリティソフトウェアに使用可能な CSP+ファイル

と判断する。 

 

試験項目一覧 

試験分類 試験項目 
実施区分（○：実施） 

ﾒｰｶ 協会 

１．CC-Link リモート I/O 局 

プロファイル記述(CSP+)確認 

１－（１） 書式確認 ○ － 

１－（２） 必須項目確認 ○ － 

１－（３） 実機接続確認 ○ － 

２．CC-Link リモートデバイス局 

プロファイル記述(CSP+)確認 

２－（１） 書式確認 ○ － 

２－（２） 必須項目確認 ○ － 

２－（３） 実機接続確認 ○ － 

３．CC-Link インテリジェントデバイ

ス局 

プロファイル記述(CSP+)確認 

３－（１） 書式確認 ○ － 

３－（２） 必須項目確認 ○ － 

３－（３） 実機接続確認 ○ － 

４．CC-Link ローカル局 

プロファイル記述(CSP+)確認 

４－（１） 書式確認 ○ － 

４－（２） 必須項目確認 ○ － 

４－（３） 実機接続確認 ○ － 

５．CC-Link IE Field リモートデバイ

ス局 

プロファイル記述(CSP+)確認 

４－（１） 書式確認 ○ － 

４－（２） 必須項目確認 ○ － 

４－（３） 実機接続確認 ○ － 

６．CC-Link IE Field インテリジェン

トデバイス局 

プロファイル記述(CSP+)確認 

４－（１） 書式確認 ○ － 

４－（２） 必須項目確認 ○ － 

４－（３） 実機接続確認 ○ － 

７．CC-Link IE Field ローカル局 

プロファイル記述(CSP+)確認 

４－（１） 書式確認 ○ － 

４－（２） 必須項目確認 ○ － 

４－（３） 実機接続確認 ○ － 

８．CC-Link IE Field Basic スレーブ

局プロファイル記述(CSP+)確認 

４－（１） 書式確認 ○ － 

４－（２） 必須項目確認 ○ － 

 

 

対象機器情報 

メーカは、試験結果提出時に、対象となる機器についての以下の情報を記載すること。 

機器 

本体 

一般製品名  

型式(形名)  

バージョン ハードウェア： ソフトウェア： 他： 

局種別 

（いずれかに○） 

ローカル局 ／ インテリジェントデバイス局 ／ リモートデバイス局 ／ リモート I/O 局  

/ スレーブ局 

機種タイプ  機種コード  

I/F 部 
【本体と異なる 

場合に記入】 

品名  

型式  

バージョン ハードウェア： ソフトウェア： 他： 

 

作成支援ツール・エンジニアリングツールバージョン 

作成支援ツール バージョン： 

エンジニアリングツール メーカ：           製品名：            バージョン： 
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１．リモート I/O 局 プロファイル記 述 (CSP+)確 認  

試験分類 １．リモート I／O 局プロファイル記述（CSP+）確認  

試験項目 １－（１）書式確認 

試験方法 

CSP+ファイルを CLPA 提供の CSP+作成支援ツールにインポートし、CSP+ファイルの書式を確認する。 

|  

 

判定条件 CSP+作成支援ツールにインポートし、書式の確認をして、エラーが発生しないこと。 

結  果 

メーカ（必須） ＣＬＰＡ（確認） 

  

ＣＣ－Ｌｉｎｋ  Ｐａｒｔｎｅｒ  Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ   
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試験分類 １．リモート I／O 局プロファイル記述（CSP+）確認 

試験項目 １－（２）必須項目確認 

試験方法 
CSP+ファイルを CLPA 提供の CSP+作成支援ツールにインポートし、CSP+ファイルの必須項目の記述内容

をツール上で目視確認する。 

メーカは、確認した内容（項目の値、文字列）を CLPA に提出すること。 

判定条件 必須項目が正しく記述されていること。 

試験項目 セクション 要素名 確認内容 
メーカ 

（内容記入） 

CLPA 

(確認) 

 

FILE  

CreateDate ファイル生成日が正しく記述されている。   

CreateTime 
ファイル生成時刻が正しく生成されてい

る。 
  

ModDate 最終更新日が正しく記述されている。   

ModTime 最終更新時刻が正しく記述されている。   

Language 
言語情報が正しく記述されている。 

（日本語の場合：”ja”） 
  

FileVersion 
ファイルバージョンが正しく記述されてい

る。 
  

CCLinkFamilyProfileVersion  
CSP+仕様バージョンが正しく記述されて

いる。 
  

DEVICE  

VendorName ベンダー名が正しく記述されている。   

VendorCode 
ベンダーコードが正しく記述されている。 

（パートナー会員番号の 5～8 桁目） 
  

DeviceModel 型名が正しく記述されている。   

Version 機器バージョンが正しく記述されている。   

VersionDisplayFlg 

機器バージョンの表示／非表示が正しく

設定されている。 

(０：非表示、１：表示) 

  

DEVICE  VersionPolicyType 

機器バージョンのポリシーが正しく設定さ

れている。 

（０：常に最新の CSP+ファイルを使用 

１：実機と同じバージョンの CSP+ファイル

を使用 

２：実機のバージョン以前で最新の CSP+

を使用） 
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COMM_IF 

VendorName ベンダー名が正しく記述されている。   

VendorCode 
ベンダーコードが正しく記述されている。 

（パートナー会員番号の 5～8 桁目） 
  

CommIFTypeID 
通信インタフェース ID(“CCLink”)が正しく

記述されている。 
  

Version 
ファームウェアのバージョンが正しく記述さ

れている。 
  

ReadVersionType 
機器バージョンの取得方法が正しく記述さ

れている。 
  

StationType 
局種別が正しく記述されている。 

０：リモート I/O 局 
  

IOType I/O タイプが正しく記述されている。   

DevModel 型名が正しく記述されている。   

CcLinkVer 
CC-Link バージョンが正しく記述されてい

る。 
  

NumOccupiedStations 占有局数が正しく記述されている。   

ＣＣ－Ｌｉｎｋ  Ｐａｒｔｎｅｒ  Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ   
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試験分類 １．リモート I／O 局プロファイル記述（CSP+）確認  

試験項目 １－（３）実機接続確認 

試験方法 

エンジニアリングツールでマスタ局に接続し、被試験局に対し CSP+に記述した入力の読出し、出力の書き込

みを確認する。 

試験構成 

 

エンジニアリングツールの例：iQ Works、GX Works2 注） 

試験手順 

上図の構成で、パソコン上で CSP+ファイルをエンジニアリングツールにインポートし、CSP+に記述した入力

の読出し、出力の書き込みを確認する。 

ここでいう入力、および、出力はマスタ局側から見た入力および、出力を示す。すなわち 

   入力：COMM_IF_INPUT パートで記述されるもの 

   出力：COMM_IF_OUTPUT パートで記述されるものである。 

メーカは、メーカでの試験時に実施した確認の実施方法、結果、および判定基準を、CLPA に提出すること。

また、メーカでの試験時に使用したツールの製品名、および、バージョンを必ず記載すること。 

入力の読出し確認 

実施条件：COMM_IF_INPUT パートを記述している場合には記述されている入力のうち最低１つは確認する。 

実施方法 

 

結果 

 

判定基準 

 

出力への書込み確認 

実施条件：COMM_IF_OUTPUT パートを記述している場合には記述されている出力のうち最低１つは確認する。 

実施方法 

 

結果 

 

判定基準 

 

判定条件 正しく動作すること。エラーが発生しないこと。 

結  果 
メーカ（必須） ＣＬＰＡ（確認） 

  

ＣＣ－Ｌｉｎｋ  Ｐａｒｔｎｅｒ  Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ   

 

 
注）：iQ Works、GX Works2 では、CSP+ファイルの圧縮ファイルをインポートできます。 
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２．リモートデバイス局プロファイル記述(CSP+)確認 

試験分類 ２．リモートデバイス局プロファイル記述（CSP+）確認 

試験項目 ２－（１）書式確認 

試験方法 

CSP+ファイルを CLPA 提供の CSP+作成支援ツールにインポートし、CSP+ファイルの書式を確認する。 

|  

判定条件 CSP+作成支援ツールにインポートし、書式の確認をして、エラーが発生しないこと。 

結  果 

メーカ（必須） ＣＬＰＡ（確認） 

  

ＣＣ－Ｌｉｎｋ  Ｐａｒｔｎｅｒ  Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ   
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試験分類 ２．リモートデバイス局プロファイル記述（CSP+）確認 

試験項目 ２－（２）必須項目確認 

試験方法 
CSP+ファイルを CLPA 提供の CSP+作成支援ツールにインポートし、CSP+ファイルの必須項目の記述内

容をツール上で目視確認する。 

メーカは、確認した内容（項目の値、文字列）を CLPA に提出すること。 

判定条件 必須項目が正しく記述されていること。 

試験項目 セクション 要素名 確認内容 ﾒｰｶ（内容記入） 
CLPA 

(確認) 

 

FILE  

CreateDate ファイル生成日が正しく記述されている。   

CreateTime 
ファイル生成時刻が正しく生成されてい

る。 
  

ModDate 最終更新日が正しく記述されている。   

ModTime 最終更新時刻が正しく記述されている。   

Language 
言語情報が正しく記述されている。 

（日本語の場合：”ja”） 
  

FileVersion 
ファイルバージョンが正しく記述されてい

る。 
  

CCLinkFamilyProfileVersion  
CSP+仕様バージョンが正しく記述されて

いる。 
  

DEVICE  

VendorName ベンダー名が正しく記述されている。   

VendorCode 
ベンダーコードが正しく記述されている。 

（パートナー会員番号の 5～8 桁目） 
  

DeviceModel 型名が正しく記述されている。   

Version 機器バージョンが正しく記述されている。   

VersionDisplayFlg 

機器バージョンの表示／非表示が正しく

設定されている。 

(０：非表示、１：表示) 

  

DEVICE  VersionPolicyType 

機器バージョンのポリシーが正しく設定さ

れている。 

（０：常に最新の CSP+ファイルを使用 

１：実機と同じバージョンの CSP+ファイル

を使用 

２：実機のバージョン以前で最新の CSP+

を使用） 
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COMM_IF 

VendorName ベンダー名が正しく記述されている。   

VendorCode 
ベンダーコードが正しく記述されている。 

（パートナー会員番号の 5～8 桁目） 
  

CommIFTypeID 
通信インタフェース ID(“CCLink”)が正しく

記述されている。 
  

Version 
ファームウェアのバージョンが正しく記述

されている。 
  

ReadVersionType 
機器バージョンの取得方法が正しく記述

されている。 
  

StationType 
局種別が正しく記述されている。 

１：リモートデバイス局 
  

IOType I/O タイプが正しく記述されている。   

DevModel 型名が正しく記述されている。   

CcLinkVer 
CC-Link バージョンが正しく記述されてい

る。 
  

NumOccupiedStations 占有局数が正しく記述されている。   

ExtCycle 

拡張サイクリック設定が正しく設定されて

いる。 

(CC-Link バージョンが 2.00 以上の場合

のみ) 

  

ＣＣ－Ｌｉｎｋ  Ｐａｒｔｎｅｒ  Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ   
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試験分類 ２．リモートデバイス局プロファイル記述（CSP+）確認 

試験項目 ２－（３）実機接続確認 

試験方法 

エンジニアリングツールでマスタ局に接続し、被試験局に対し CSP+に記述した入力、出力、パラメータの読出

し、書き込み、コマンドの実行を確認する。 

試験構成 

             エンジニアリングツールの例：iQ Works、GX Works2 注） 

試験手順 

上図の構成でパソコン上で CSP+ファイルをエンジニアリングツールにインポートし、CSP+に記述した入力、

出力、パラメータの読出し、書き込み、および、コマンドの実行を確認する。 

ここでいう入力、および、出力はマスタ局側から見た入力および、出力を示す。すなわち 

   入力：COMM_IF_INPUT パートで記述されるもの 

   出力：COMM_IF_OUTPUT パートで記述されるものである。 

メーカは、メーカでの試験時に実施した確認の実施方法、結果、および判定基準を、CLPA に提出すること。

また、メーカでの試験時に使用したツールの製品名、および、バージョンを必ず記載すること。 

入力の読出し確認 

実施条件：COMM_IF_INPUT パートを記述している場合には記述されている入力のうち最低１つは確認する。 

実施方法 

 

結果 

 

判定基準 

 

出力への書込み確認 

実施条件：COMM_IF_OUTPUT パートを記述している場合には記述されている出力のうち最低１つは確認する。 

実施方法 

 

結果 

 

判定基準 

 

試験方法 
パラメータの読出し、および、書込みの確認 

実施条件：COMM_IF_PARAMETER パートを記述している場合には記述されているパラメータのうち、最低１つ

は確認する。  
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実施方法 

 

結果 

 

判定基準 

 

コマンド実行の確認 

実施条件：COMM_IF_COMMAND パートを記述している場合には、記述されているコマンドのうち、最低１つは確

認する。 

実施方法 

 

結果 

 

判定基準 

 

判定条件 正しく動作すること。エラーが発生しないこと。 

結  果 

メーカ（必須） ＣＬＰＡ（確認） 

  

ＣＣ－Ｌｉｎｋ  Ｐａｒｔｎｅｒ  Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ   
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３．インテリジェントデバイス局プロファイル記述(CSP+)確認 

試験分類 ３．インテリジェントデバイス局プロファイル記述（CSP+）確認  

試験項目 ３－（１）書式確認 

試験方法 

CSP+ファイルを CLPA 提供の CSP+作成支援ツールにインポートし、CSP+ファイルの書式を確認する。 

|  

 

判定条件 CSP+作成支援ツールにインポートし、書式の確認をして、エラーが発生しないこと。 

結  果 

メーカ（必須） ＣＬＰＡ（確認） 

  

ＣＣ－Ｌｉｎｋ  Ｐａｒｔｎｅｒ  Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ   
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試験分類 ３．インテリジェントデバイス局プロファイル記述（CSP+）確認  

試験項目 ３－（２）必須項目確認 

試験方法 
CSP+ファイルを CLPA 提供の CSP+作成支援ツールにインポートし、CSP+ファイルの必須項目の記述内

容をツール上で目視確認する。 

メーカは、確認した内容（項目の値、文字列）を CLPA に提出すること。 

判定条件 必須項目が正しく記述されていること。 

試験項目 セクション 要素名 確認内容 
メーカ 

（内容記入） 

CLPA 

(確認) 

 

FILE  

CreateDate ファイル生成日が正しく記述されている。   

CreateTime 
ファイル生成時刻が正しく生成されてい

る。 
  

ModDate 最終更新日が正しく記述されている。   

ModTime 最終更新時刻が正しく記述されている。   

Language 
言語情報が正しく記述されている。 

（日本語の場合：”ja”） 
  

FileVersion 
ファイルバージョンが正しく記述されてい

る。 
  

CCLinkFamilyProfileVersion  
CSP+仕様バージョンが正しく記述されて

いる。 
  

DEVICE  

VendorName ベンダー名が正しく記述されている。   

VendorCode 
ベンダーコードが正しく記述されている。 

（パートナー会員番号の 5～8 桁目） 
  

DeviceModel 型名が正しく記述されている。   

Version 機器バージョンが正しく記述されている。   

VersionDisplayFlg 

機器バージョンの表示／非表示が正しく

設定されている。 

(０：非表示、１：表示) 

  

DEVICE  VersionPolicyType 

機器バージョンのポリシーが正しく設定さ

れている。 

（０：常に最新の CSP+ファイルを使用 

１：実機と同じバージョンの CSP+ファイル

を使用 

２：実機のバージョン以前で最新の CSP+

を使用） 
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COMM_IF 

VendorName ベンダー名が正しく記述されている。   

VendorCode 
ベンダーコードが正しく記述されている。 

（パートナー会員番号の 5～8 桁目） 
  

CommIFTypeID 
通信インタフェース ID(“CCLink”)が正しく

記述されている。 
  

Version 
ファームウェアのバージョンが正しく記述

されている。 
  

ReadVersionType 
機器バージョンの取得方法が正しく記述

されている。 
  

StationType 

局種別が正しく記述されている。 

２：インテリジェントデバイス局／ローカル

局 

  

StationTypeDetail 
局種別詳細が正しく記述されている。 

０：インテリジェントデバイス局 
  

IOType I/O タイプが正しく記述されている。   

DevModel 型名が正しく記述されている。   

CcLinkVer 
CC-Link バージョンが正しく記述されてい

る。 
  

NumOccupiedStations 占有局数が正しく記述されている。   

ExtCycle 

拡張サイクリック設定が正しく設定されて

いる。 

(CC-Link バージョンが 2.00 以上の場合

のみ) 

  

ＣＣ－Ｌｉｎｋ  Ｐａｒｔｎｅｒ  Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ   
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試験分類 ３．インテリジェントデバイス局プロファイル記述（CSP+）確認  

試験項目 ３－（３）実機接続確認 

試験方法 

エンジニアリングツールでマスタ局に接続し、被試験局に対し CSP+に記述した入力、出力、パラメータの読出

し、書き込み、コマンドの実行を確認する。 

試験構成 

             エンジニアリングツールの例：iQ Works、GX Works2 注） 

試験手順 

上図の構成でパソコン上で CSP+ファイルをエンジニアリングツールにインポートし、CSP+に記述した入力、

出力、パラメータの読出し、書き込み、および、コマンドの実行を確認する。 

ここでいう入力、および、出力はマスタ局側から見た入力および、出力を示す。すなわち 

   入力：COMM_IF_INPUT パートで記述されるもの 

   出力：COMM_IF_OUTPUT パートで記述されるものである。 

メーカは、メーカでの試験時に実施した確認の実施方法、結果、および判定基準を、CLPA に提出すること。

また、メーカでの試験時に使用したツールの製品名、および、バージョンを必ず記載すること。 

入力の読出し確認 

実施条件：COMM_IF_INPUT パートを記述している場合には記述されている入力のうち最低１つは確認する。 

実施方法 

 

結果 

 

判定基準 

 

出力への書込み確認 

実施条件：COMM_IF_OUTPUT パートを記述している場合には記述されている出力のうち最低１つは確認する。 

実施方法 

 

結果 

 

判定基準 
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試験方法 

パラメータの読出し、および、書込みの確認 

実施条件：COMM_IF_PARAMETER パートを記述している場合には記述されているパラメータのうち、最低１つは

確認する。 

実施方法 

 

結果 

 

判定基準 

 

コマンド実行の確認 

実施条件：COMM_IF_COMMAND パートを記述している場合には、記述されているコマンドのうち、最低１つは確

認する。 

実施方法 

 

結果 

 

判定基準 

 

判定条件 正しく動作すること。エラーが発生しないこと。 

結  果 

メーカ（必須） ＣＬＰＡ（確認） 

  

ＣＣ－Ｌｉｎｋ  Ｐａｒｔｎｅｒ  Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ   
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４．ローカル局プロファイル記述(CSP+)確認 

試験分類 ４．ローカル局プロファイル記述（CSP+）確認  

試験項目 ４－（１）書式確認 

試験方法 

CSP+ファイルを CLPA 提供の CSP+作成支援ツールにインポートし、CSP+ファイルの書式を確認する。 

|  

 

判定条件 CSP+作成支援ツールにインポートし、書式の確認をして、エラーが発生しないこと。 

結  果 

メーカ（必須） ＣＬＰＡ（確認） 

  

ＣＣ－Ｌｉｎｋ  Ｐａｒｔｎｅｒ  Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ   
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試験分類 ４．ローカル局プロファイル記述（CSP+）確認  

試験項目 ４－（２）必須項目確認 

試験方法 
CSP+ファイルを CLPA 提供の CSP+作成支援ツールにインポートし、CSP+ファイルの必須項目の記述内

容をツール上で目視確認する。 

メーカは、確認した内容（項目の値、文字列）を CLPA に提出すること。 

判定条件 必須項目が正しく記述されていること。 

試験項目 セクション 要素名 確認内容 
メーカ 

（内容記入） 

CLPA 

(確認) 

 

FILE  

CreateDate ファイル生成日が正しく記述されている。   

CreateTime 
ファイル生成時刻が正しく生成されてい

る。 
  

ModDate 最終更新日が正しく記述されている。   

ModTime 最終更新時刻が正しく記述されている。   

Language 
言語情報が正しく記述されている。 

（日本語の場合：”ja”） 
  

FileVersion 
ファイルバージョンが正しく記述されてい

る。 
  

CCLinkFamilyProfileVersion  
CSP+仕様バージョンが正しく記述されて

いる。 
  

DEVICE  

VendorName ベンダー名が正しく記述されている。   

VendorCode 
ベンダーコードが正しく記述されている。 

（パートナー会員番号の 5～8 桁目） 
  

DeviceModel 型名が正しく記述されている。   

Version 機器バージョンが正しく記述されている。   

VersionDisplayFlg 

機器バージョンの表示／非表示が正しく

設定されている。 

(０：非表示、１：表示) 

  

DEVICE  VersionPolicyType 

機器バージョンのポリシーが正しく設定

されている。 

（０：常に最新の CSP+ファイルを使用 

１：実機と同じバージョンの CSP+ファイ

ルを使用 

２：実機のバージョン以前で最新の

CSP+を使用） 
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COMM_IF 

VendorName ベンダー名が正しく記述されている。   

VendorCode 
ベンダーコードが正しく記述されている。 

（パートナー会員番号の 5～8 桁目） 
  

CommIFTypeID 
通信インタフェースID(“CCLink”)が正しく

記述されている。 
  

Version 
ファームウェアのバージョンが正しく記述

されている。 
  

ReadVersionType 
機器バージョンの取得方法が正しく記述

されている。 
  

StationType 

局種別が正しく記述されている。 

２：インテリジェントデバイス局／ローカ

ル局 

  

StationTypeDetail 
局種別詳細が正しく記述されている。 

１：ローカル局 
  

IOType I/O タイプが正しく記述されている。   

DevModel 型名が正しく記述されている。   

CcLinkVer 
CC-Link バージョンが正しく記述されて

いる。 
  

NumOccupiedStations 占有局数が正しく記述されている。   

ExtCycle 

拡張サイクリック設定が正しく設定され

ている。 

(CC-Link バージョンが 2.00 以上の場合

のみ) 

  

ＣＣ－Ｌｉｎｋ  Ｐａｒｔｎｅｒ  Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ   
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試験分類 ４．ローカル局プロファイル記述（CSP+）確認  

試験項目 ４－（３）実機接続確認 

試験方法 

エンジニアリングツールでマスタ局に接続し、被試験局に対し CSP+に記述した入力、出力、パラメータの読出

し、書き込み、コマンドの実行を確認する。 

試験構成 

             エンジニアリングツールの例：iQ Works、GX Works2 注） 

試験手順 

上図の構成でパソコン上で CSP+ファイルをエンジニアリングツールにインポートし、CSP+に記述した入力、

出力、パラメータの読出し、書き込み、および、コマンドの実行を確認する。 

ここでいう入力、および、出力はマスタ局側から見た入力および、出力を示す。すなわち 

   入力：COMM_IF_INPUT パートで記述されるもの 

   出力：COMM_IF_OUTPUT パートで記述されるもの 

である。 

メーカは、メーカでの試験時に実施した確認の実施方法、結果、および判定基準を、CLPA に提出すること。

また、メーカでの試験時に使用したツールの製品名、および、バージョンを必ず記載すること。 

入力の読出し確認 

実施条件：COMM_IF_INPUT パートを記述している場合には記述されている入力のうち最低１つは確認する。 

実施方法 

 

結果 

 

判定基準 

 

出力への書込み確認 

実施条件：COMM_IF_OUTPUT パートを記述している場合には記述されている出力のうち最低１つは確認する。 

実施方法 

 

結果 

 

判定基準 

 

試験方法 
パラメータの読出し、および、書込みの確認 

実施条件：COMM_IF_PARAMETER パートを記述している場合には記述されているパラメータのうち、最低１つ

は確認する。 
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実施方法 

 

結果 

 

判定基準 

 

コマンド実行の確認 

実施条件：COMM_IF_COMMAND パートを記述している場合には、記述されているコマンドのうち、最低１つは確

認する。 

実施方法 

 

結果 

 

判定基準 

 

判定条件 正しく動作すること。エラーが発生しないこと。 

結  果 

メーカ（必須） ＣＬＰＡ（確認） 

  

ＣＣ－Ｌｉｎｋ  Ｐａｒｔｎｅｒ  Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ   
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５．CC-Link IE Field リモートデバイス局 プロファイル記 述 (CSP+)確 認  

試 験 分 類  ５．CC-Link IE Field リモートデバイス局 プロファイル記 述 (CSP+)確 認  

試 験 項 目  ５－（１）書 式 確 認  

試 験 方 法  
CSP+ファイルを CLPA 提 供 の CSP+作 成 支 援 ツールにインポートし、CSP+ファイル

の書 式 を確 認 する。 

判 定 条 件  
CSP+作 成 支 援 ツールにインポートし、書 式 の確 認 をして、エラーが発 生 しないこ

と。 

結   果  

メーカ（必 須 ） ＣＬＰＡ（確 認 ） 

  

ＣＣ－Ｌｉｎｋ  Ｐａｒｔｎｅｒ  Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ   

 

試 験 分 類  ５．CC-Link IE Field リモートデバイス局 プロファイル記 述 (CSP+)確 認  

試 験 項 目  ５－（２）必 須 項 目 確 認  

試 験 方 法  
CSP+ファイルを CLPA 提 供 の CSP+作 成 支 援 ツールにインポートし、CSP+ファイル

の必 須 項 目 の記 述 内 容 をツール上 で目 視 確 認 する。 

判 定 条 件  必 須 項 目 が正 しく記 述 されていること。 

備   考  メーカは、確 認 した内 容 （項 目 の値 、文 字 列 ）を CLPA に提 出 すること。 

試 験 項 目  
セクショ

ン 
要 素 名  確 認 内 容  

ﾒｰｶ（内 容 記

入 ） 
CLPA 

 

FILE 

CreateDate 
ファイル生 成 日 が正 しく記 述 され

ている。 
  

CreateTime 
ファイル生 成 時 刻 が正 しく生 成

されている。 
  

ModDate 
最 終 更 新 日 が正 しく記 述 されて

いる。   

ModTime 
最 終 更 新 時 刻 が正 しく記 述 され

ている。 
  

Language 
言 語 情 報 が正 しく記 述 されてい

る。（日 本 語 の場 合 ：”ja”） 
  

F i leVers ion 
ファイルバージョンが正 しく記 述

されている。 
  

CCLinkFami lyPro

f i leVers ion 
CSP+仕 様 バージョンが正 しく記

述 されている。 
  

DEVICE 

VendorName 
ベンダー名 が正 しく記 述 されてい

る。 
  

VendorCode 

ベンダーコードが正 しく記 述 され

ている。 

（パートナー会 員 番 号 の 5～8 桁

目 ） 

  

DeviceModel  型 名 が正 しく記 述 されている。   

Vers ion 
機 器 バージョンが正 しく記 述 され

ている。   

Vers ionDisp layF l

g 

機 器 バージョンの表 示 ／非 表 示

が正 しく設 定 されている。(０：非

表 示 、１：表 示 ) 
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Vers ionPol icyTy

pe 

機 器 バージョンのポリシーが正 し

く設 定 されている。 

0：常 に最 新 の CSP+ファイル

を使 用  

1：実 機 と同 じバージョンの

CSP+ファイルを使 用  

2：実 機 のバージョン以 前 で最

新 の CSP+を使 用  

  

COMM_I

F 

VendorName 
ベンダー名 が正 しく記 述 されてい

る。 
  

VendorCode 
ベンダーコードが正 しく記 述 され

ている。（パートナー会 員 番 号 の

5～8 桁 目 ） 
  

CommIFType ID 
通 信 インタフェース ID 

(“CCLink IEF ie ld”)が正 しく記 述

されている。 
  

Vers ion 
ファームウェアのバージョンが正

しく記 述 されている。 
  

ReadVers ionTyp

e 
機 器 バージョンの取 得 方 法 が正

しく記 述 されている。   

nodeType 

ノードタイプが正 しく記 述 されてい

る。 

0x34：リモートデバイス局  
  

IOType 
I/O タイプが正 しく記 述 されてい

る。 
  

ModelCode 
型 名 コードが正 しく記 述 されてい

る。 
  

DevModel  
モデル名 （型 名 ）が正 しく記 述 さ

れている。 
  

RYSize 
RY のサイズが正 しく記 述 されて

いる。 
  

RWwSize 
RWw のサイズが正 しく記 述 され

ている。 
  

RXSize 
RX のサイズが正 しく記 述 されて

いる。 
  

RWrSize 
RWr のサイズが正 しく記 述 されて

いる。 
  

Ports 
ポートの数 が正 しく記 述 されてい

る。 
  

protoco lVers ion 
プロトコルバージョンが正 しく記

述 されている。 
  

NodeNumberSett

ing 

ノード番 号 設 定 機 能 の有 無 が正

しく記 述 されている。 

0：機 能 無  

1：機 能 有  

  

Trans ientRecept

ion 

トランジェント受 信 機 能 の有 無 が

正 しく記 述 されている。 

0：機 能 無  

1：機 能 有  

  

SLMPRecept ion 

SLMP 受 信 機 能 の有 無 が正 しく

記 述 されている。 

0：機 能 無  

1：機 能 有  

  

結   果  

メーカ（必 須 ） ＣＬＰＡ（確 認 ） 

  

ＣＣ－Ｌｉｎｋ  Ｐａｒｔｎｅｒ  Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ   
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試 験 分 類  ５．CC-Link IE Field リモートデバイス局 プロファイル記 述 (CSP+)確 認  

試 験 項 目  ５－（３）実 機 接 続 確 認  

試 験 方 法  

エンジニアリングツールでマスタ局 に接 続 し、被 試 験 局 に対 し CSP+に記 述 した入

力 、出 力 、パラメータの読 出 し、書 き込 み、コマンドの実 行 を確 認 する。 

試 験 構 成  

エンジニアリングツールの例 ：iQ Works、GX Works2 注 ）  

試 験 手 順  

上 図 の構 成 で、パソコン上 で CSP+ファイルをエンジニアリングツールにインポート

し、CSP+に記 述 した入 力 、出 力 、パラメータの読 出 し、書 き込 み、および、コマンド

の実 行 を確 認 する。 

ここでいう入 力 、および、出 力 はマスタ局 側 から見 た入 力 および、出 力 を示 す。すな

わち 

   入 力 ：COMM_IF_ INPUT パートで記 述 されるもの 

   出 力 ：COMM_IF_OUTPUT パートで記 述 されるもの 

である。 

入 力 の読 出 し確 認  

実 施 条 件 ：COMM_IF_ INPUT パートを記 述 している場 合 には記

述 されている入 力 のうち最 低 １つは確 認 する。 

 

実 施 方 法  

 

結 果  

 

判 定 基 準  

 

出 力 の書 込 み確 認  

実 施 条 件 ：COMM_IF_OUTPUT パートを記 述 している場 合 には

記 述 されている出 力 のうち最 低 １つは確 認 する。 

 

実 施 方 法  

 

結 果  

 

判 定 基 準  

 

パラメータの読 出 し、および、書 込 みの確 認  

実 施 条 件 ：COMM_IF_PARAMETER パートを記 述 している場 合

には記 述 されているパラメータのうち、最 低 １つは

確 認 する。 

 

実 施 方 法  

 

結 果  

 

判 定 基 準  

 

コマンド実 行 の確 認  

実 施 条 件 ：COMM_IF_COMMAND パートを記 述 している場 合 に

は、記 述 されているコマンドのうち、最 低 １つは確

認 する。 
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実 施 方 法  

 

結 果  

 

判 定 基 準  

 

判 定 条 件  正 しく動 作 すること。エラーが発 生 しないこと。 

備   考  

メーカは、メーカでの試 験 時 に実 施 した確 認 の実 施 方 法 、結 果 、および判 定 基 準

を、CLPA に提 出 すること。また、メーカでの試 験 時 に使 用 したツールの製 品 名 、お

よび、バージョンを必 ず記 載 すること。 

結   果  

メーカ（必 須 ） ＣＬＰＡ（確 認 ） 

  

ＣＣ－Ｌｉｎｋ  Ｐａｒｔｎｅｒ  Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ   
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６．CC-Link IE Field リモートデバイス局 プロファイル記 述 (CSP+)確 認  

 

試 験 分 類  ６．CC-Link IE Field インテリジェントデバイス局 プロファイル記 述 (CSP+)確 認  

試 験 項 目  ６－（１）書 式 確 認  

試 験 方 法  
CSP+ファイルを CLPA 提 供 の CSP+作 成 支 援 ツールにインポートし、CSP+ファイル

の書 式 を確 認 する。 

判 定 条 件  
CSP+作 成 支 援 ツールにインポートし、書 式 の確 認 をして、エラーが発 生 しないこ

と。 

結   果  

メーカ（必 須 ） ＣＬＰＡ（確 認 ） 

  

ＣＣ－Ｌｉｎｋ  Ｐａｒｔｎｅｒ  Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ   

 

試 験 分 類  ６．CC-Link IE Field インテリジェントデバイス局 プロファイル記 述 (CSP+)確 認  

試 験 項 目  ６－（２）必 須 項 目 確 認  

試 験 方 法  
CSP+ファイルを CLPA 提 供 の CSP+作 成 支 援 ツールにインポートし、CSP+ファイル

の必 須 項 目 の記 述 内 容 をツール上 で目 視 確 認 する。 

判 定 条 件  必 須 項 目 が正 しく記 述 されていること。 

備   考  メーカは、確 認 した内 容 （項 目 の値 、文 字 列 ）を CLPA に提 出 すること。 

試 験 項 目  
セクショ

ン 
要 素 名  確 認 内 容  

ﾒｰｶ（内 容 記

入 ） 
CLPA 

 

FILE 

CreateDate 
ファイル生 成 日 が正 しく記 述 され

ている。 
  

CreateTime 
ファイル生 成 時 刻 が正 しく生 成

されている。 
  

ModDate 
最 終 更 新 日 が正 しく記 述 されて

いる。   

ModTime 
最 終 更 新 時 刻 が正 しく記 述 され

ている。 
  

Language 
言 語 情 報 が正 しく記 述 されてい

る。（日 本 語 の場 合 ：”ja”） 
  

CCLinkFami lyPro

f i leVers ion 
CSP+仕 様 バージョンが正 しく記

述 されている。   

F i leVers ion 
ファイルバージョンが正 しく記 述

されている。 
  

DEVICE 

VendorName 
ベンダー名 が正 しく記 述 されてい

る。 
  

VendorCode 

ベンダーコードが正 しく記 述 され

ている。 

（パートナー会 員 番 号 の 5～8 桁

目 ） 

  

DeviceModel  型 名 が正 しく記 述 されている。   

Vers ion 
機 器 バージョンが正 しく記 述 され

ている。   

Vers ionDisp layF l

g 

機 器 バージョンの表 示 ／非 表 示

が正 しく設 定 されている。(０：非

表 示 、１：表 示 ) 
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Vers ionPol icyTy

pe 

機 器 バージョンのポリシーが正 し

く設 定 されている。 

0：常 に最 新 の CSP+ファイル

を使 用  

1：実 機 と同 じバージョンの

CSP+ファイルを使 用  

2：実 機 のバージョン以 前 で最

新 の CSP+を使 用  

  

COMM_I

F 

VendorName 
ベンダー名 が正 しく記 述 されてい

る。 
  

VendorCode 
ベンダーコードが正 しく記 述 され

ている。（パートナー会 員 番 号 の

5～8 桁 目 ） 
  

CommIFType ID 
通 信 インタフェース ID 

(“CCLink IEF ie ld”)が正 しく記 述

されている。 
  

Vers ion 
ファームウェアのバージョンが正

しく記 述 されている。 
  

ReadVers ionTyp

e 
機 器 バージョンの取 得 方 法 が正

しく記 述 されている。   

nodeType 

ノードタイプが正 しく記 述 されてい

る。 

0x33：インテリジェントデバイス

局  

  

IOType 
I/O タイプが正 しく記 述 されてい

る。 
  

ModelCode 
型 名 コードが正 しく記 述 されてい

る。 
  

DevModel  
モデル名 （型 名 ）が正 しく記 述 さ

れている。 
  

RYSize 
RY のサイズが正 しく記 述 されて

いる。 
  

RWwSize 
RWw のサイズが正 しく記 述 され

ている。 
  

RXSize 
RX のサイズが正 しく記 述 されて

いる。 
  

RWrSize 
RWr のサイズが正 しく記 述 されて

いる。 
  

Portsprotoco lVe

rs ion 

プロトコルバージョンが正 しく記

述 されている。 
  

NodeNumberSett

ing 

ノード番 号 設 定 機 能 の有 無 が正

しく記 述 されている。 

0：機 能 無  

1：機 能 有  

  

Trans ientRecept

ion 

トランジェント受 信 機 能 の有 無 が

正 しく記 述 されている。 

0：機 能 無  

1：機 能 有  

  

SLMPRecept ion 

SLMP 受 信 機 能 の有 無 が正 しく

記 述 されている。 

0：機 能 無  

1：機 能 有  

  

結   果  

メーカ（必 須 ） ＣＬＰＡ（確 認 ） 

  

ＣＣ－Ｌｉｎｋ  Ｐａｒｔｎｅｒ  Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ   
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試 験 分 類  ６．CC-Link IE Field インテリジェントデバイス局 プロファイル記 述 (CSP+)確 認  

試 験 項 目  ６－（３）実 機 接 続 確 認  

試 験 方 法  

エンジニアリングツールでマスタ局 に接 続 し、被 試 験 局 に対 し CSP+に記 述 した入

力 、出 力 、パラメータの読 出 し、書 き込 み、コマンドの実 行 を確 認 する。 

試 験 構 成  

エンジニアリングツールの例 ：iQ Works、GX Works2 注 ）  

試 験 手 順  

上 図 の構 成 で、パソコン上 で CSP+ファイルをエンジニアリングツールにインポート

し、CSP+に記 述 した入 力 、出 力 、パラメータの読 出 し、書 き込 み、および、コマンド

の実 行 を確 認 する。 

ここでいう入 力 、および、出 力 はマスタ局 側 から見 た入 力 および、出 力 を示 す。すな

わち 

   入 力 ：COMM_IF_ INPUT パートで記 述 されるもの 

   出 力 ：COMM_IF_OUTPUT パートで記 述 されるもの 

である。 

入 力 の読 出 し確 認  

実 施 条 件 ：COMM_IF_ INPUT パートを記 述 している場 合 には記

述 されている入 力 のうち最 低 １つは確 認 する。 

 

実 施 方 法  

 

結 果  

 

判 定 基 準  

 

出 力 の書 込 み確 認  

実 施 条 件 ：COMM_IF_OUTPUT パートを記 述 している場 合 には

記 述 されている出 力 のうち最 低 １つは確 認 する。 

 

実 施 方 法  

 

結 果  

 

判 定 基 準  

 

パラメータの読 出 し、および、書 込 みの確 認  

実 施 条 件 ：COMM_IF_PARAMETER パートを記 述 している場 合

には記 述 されているパラメータのうち、最 低 １つは

確 認 する。 

 

実 施 方 法  

 

結 果  

 

判 定 基 準  

 

コマンド実 行 の確 認  

実 施 条 件 ：COMM_IF_COMMAND パートを記 述 している場 合 に

は、記 述 されているコマンドのうち、最 低 １つは確

認 する。 
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実 施 方 法  

 

結 果  

 

判 定 基 準  

 

判 定 条 件  正 しく動 作 すること。エラーが発 生 しないこと。 

備   考  

メーカは、メーカでの試 験 時 に実 施 した確 認 の実 施 方 法 、結 果 、および判 定 基 準

を、CLPA に提 出 すること。また、メーカでの試 験 時 に使 用 したツールの製 品 名 、お

よび、バージョンを必 ず記 載 すること。 

結   果  

メーカ（必 須 ） ＣＬＰＡ（確 認 ） 

  

ＣＣ－Ｌｉｎｋ  Ｐａｒｔｎｅｒ  Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ   
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７．CC-Link IE Field ローカル局 プロファイル記 述 (CSP+)確 認  

 

試 験 分 類  ７．CC-Link IE Field ローカル局 プロファイル記 述 (CSP+)確 認  

試 験 項 目  ７－（１）書 式 確 認  

試 験 方 法  
CSP+ファイルを CLPA 提 供 の CSP+作 成 支 援 ツールにインポートし、CSP+ファイル

の書 式 を確 認 する。 

判 定 条 件  
CSP+作 成 支 援 ツールにインポートし、書 式 の確 認 をして、エラーが発 生 しないこ

と。 

結   果  

メーカ（必 須 ） ＣＬＰＡ（確 認 ） 

  

ＣＣ－Ｌｉｎｋ  Ｐａｒｔｎｅｒ  Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ   

 

試 験 分 類  ７．CC-Link IE Field ローカル局 プロファイル記 述 (CSP+)確 認  

試 験 項 目  ７－（２）必 須 項 目 確 認  

試 験 方 法  
CSP+ファイルを CLPA 提 供 の CSP+作 成 支 援 ツールにインポートし、CSP+ファイル

の必 須 項 目 の記 述 内 容 をツール上 で目 視 確 認 する。 

判 定 条 件  必 須 項 目 が正 しく記 述 されていること。 

備   考  メーカは、確 認 した内 容 （項 目 の値 、文 字 列 ）を CLPA に提 出 すること。 

試 験 項 目  
セクショ

ン 
要 素 名  確 認 内 容  

ﾒｰｶ（内 容 記

入 ） 
CLPA 

 

FILE 

CreateDate 
ファイル生 成 日 が正 しく記 述 され

ている。 
  

CreateTime 
ファイル生 成 時 刻 が正 しく生 成

されている。 
  

ModDate 
最 終 更 新 日 が正 しく記 述 されて

いる。   

ModTime 
最 終 更 新 時 刻 が正 しく記 述 され

ている。 
  

Language 
言 語 情 報 が正 しく記 述 されてい

る。（日 本 語 の場 合 ：”ja”） 
  

CCLinkFami lyPro

f i leVers ion 
CSP+仕 様 バージョンが正 しく記

述 されている。   

F i leVers ion 
ファイルバージョンが正 しく記 述

されている。 
  

DEVICE 

VendorName 
ベンダー名 が正 しく記 述 されてい

る。 
  

VendorCode 

ベンダーコードが正 しく記 述 され

ている。 

（パートナー会 員 番 号 の 5～8 桁

目 ） 

  

DeviceModel  型 名 が正 しく記 述 されている。   

Vers ion 
機 器 バージョンが正 しく記 述 され

ている。   

Vers ionDisp layF l

g 

機 器 バージョンの表 示 ／非 表 示

が正 しく設 定 されている。(０：非

表 示 、１：表 示 ) 
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Vers ionPol icyTy

pe 

機 器 バージョンのポリシーが正 し

く設 定 されている。 

0：常 に最 新 の CSP+ファイル

を使 用  

1：実 機 と同 じバージョンの

CSP+ファイルを使 用  

2：実 機 のバージョン以 前 で最

新 の CSP+を使 用  

  

COMM_I

F 

VendorName 
ベンダー名 が正 しく記 述 されてい

る。 
  

VendorCode 
ベンダーコードが正 しく記 述 され

ている。（パートナー会 員 番 号 の

5～8 桁 目 ） 
  

CommIFType ID 
通 信 インタフェース ID 

(“CCLink IEF ie ld”)が正 しく記 述

されている。 
  

Vers ion 
ファームウェアのバージョンが正

しく記 述 されている。 
  

ReadVers ionTyp

e 
機 器 バージョンの取 得 方 法 が正

しく記 述 されている。   

nodeType 

ノードタイプが正 しく記 述 されてい

る。 

0x32：ローカル局  
  

IOType 
I/O タイプが正 しく記 述 されてい

る。 
  

ModelCode 
型 名 コードが正 しく記 述 されてい

る。 
  

DevModel  
モデル名 （型 名 ）が正 しく記 述 さ

れている。 
  

RYSize 
RY のサイズが正 しく記 述 されて

いる。 
  

RWwSize 
RWw のサイズが正 しく記 述 され

ている。 
  

RXSize 
RX のサイズが正 しく記 述 されて

いる。 
  

RWrSize 
RWr のサイズが正 しく記 述 されて

いる。 
  

Portsprotoco lVe

rs ion 

プロトコルバージョンが正 しく記

述 されている。 
  

NodeNumberSett

ing 

ノード番 号 設 定 機 能 の有 無 が正

しく記 述 されている。 

0：機 能 無  

1：機 能 有  

  

Trans ientRecept

ion 

トランジェント受 信 機 能 の有 無 が

正 しく記 述 されている。 

0：機 能 無  

1：機 能 有  

  

SLMPRecept ion 

SLMP 受 信 機 能 の有 無 が正 しく

記 述 されている。 

0：機 能 無  

1：機 能 有  

  

結   果  

メーカ（必 須 ） ＣＬＰＡ（確 認 ） 

  

ＣＣ－Ｌｉｎｋ  Ｐａｒｔｎｅｒ  Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ   
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試 験 分 類  ７．CC-Link IE Field ローカル局 プロファイル記 述 (CSP+)確 認  

試 験 項 目  ７－（３）実 機 接 続 確 認  

試 験 方 法  

エンジニアリングツールでマスタ局 に接 続 し、被 試 験 局 に対 し CSP+に記 述 した入

力 、出 力 、パラメータの読 出 し、書 き込 み、コマンドの実 行 を確 認 する。 

試 験 構 成  

エンジニアリングツールの例 ：iQ Works、GX Works2 注 ）  

試 験 手 順  

上 図 の構 成 で、パソコン上 で CSP+ファイルをエンジニアリングツールにインポート

し、CSP+に記 述 した入 力 、出 力 、パラメータの読 出 し、書 き込 み、および、コマンド

の実 行 を確 認 する。 

ここでいう入 力 、および、出 力 はマスタ局 側 から見 た入 力 および、出 力 を示 す。すな

わち 

   入 力 ：COMM_IF_ INPUT パートで記 述 されるもの 

   出 力 ：COMM_IF_OUTPUT パートで記 述 されるもの 

である。 

入 力 の読 出 し確 認  

実 施 条 件 ：COMM_IF_ INPUT パートを記 述 している場 合 には記

述 されている入 力 のうち最 低 １つは確 認 する。 

 

実 施 方 法  

 

結 果  

 

判 定 基 準  

 

出 力 の書 込 み確 認  

実 施 条 件 ：COMM_IF_OUTPUT パートを記 述 している場 合 には

記 述 されている出 力 のうち最 低 １つは確 認 する。 

 

実 施 方 法  

 

結 果  

 

判 定 基 準  

 

パラメータの読 出 し、および、書 込 みの確 認  

実 施 条 件 ：COMM_IF_PARAMETER パートを記 述 している場 合

には記 述 されているパラメータのうち、最 低 １つは

確 認 する。 

 

実 施 方 法  

 

結 果  

 

判 定 基 準  

 

コマンド実 行 の確 認  

実 施 条 件 ：COMM_IF_COMMAND パートを記 述 している場 合 に

は、記 述 されているコマンドのうち、最 低 １つは確

認 する。 
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実 施 方 法  

 

結 果  

 

判 定 基 準  

 

判 定 条 件  正 しく動 作 すること。エラーが発 生 しないこと。 

備   考  

メーカは、メーカでの試 験 時 に実 施 した確 認 の実 施 方 法 、結 果 、および判 定 基 準

を、CLPA に提 出 すること。また、メーカでの試 験 時 に使 用 したツールの製 品 名 、お

よび、バージョンを必 ず記 載 すること。 

結   果  

メーカ（必 須 ） ＣＬＰＡ（確 認 ） 

  

ＣＣ－Ｌｉｎｋ  Ｐａｒｔｎｅｒ  Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ   
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８．CC-Link IE Field Basic スレーブ局プロファイル記述(CSP+)確認 

試 験 分 類  ８．CC-Link IE Field Basic 対 応 スレーブ局 プロファイル記 述 (CSP+)確 認  

試 験 項 目  ８－（１）書 式 確 認  

試 験 方 法  

CSP+ファイルを CLPA 提 供 の CSP+作 成 支 援 ツールにインポートし，CSP+ファイルの書 式 を確

認 する。 

 

判 定 条 件  CSP+作 成 支 援 ツールにインポートし，書 式 の確 認 をして，エラーが発 生 しないこと。 

備   考   

結   果  

メーカ(実 施 ) ＣＬＰＡ(確 認 ) 

  

ＣＣ－Ｌｉｎｋ  Ｐａｒｔｎｅｒ  Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ  
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試 験 分 類  ８．CC-Link IE Field Basic 対 応 スレーブ局 プロファイル記 述 (CSP+)確 認  

試 験 項 目  ８－（２）必 須 項 目 確 認  

試 験 方 法  

CSP+ファイルを CLPA 提 供 の CSP+作 成 支 援 ツールにインポートし，CSP+ファイルの必 須 項 目

の記 述 内 容 をツール上 で目 視 確 認 する。 

セクション 要素名 確認内容 メーカ(内容記入) CLPA 

FILE 

CreateDate 
ファイル生成日が正しく記述されてい

る。 
  

CreateTime 
ファイル生成時刻が正しく生成されて

いる。 
  

ModDate 最終更新日が正しく記述されている。   

ModTime 
最終更新時刻が正しく記述されてい

る。 
  

Language 
言語情報が正しく記述されている。

（日本語の場合：”ja”） 
  

CCLinkFamilyProfileV

ersion 

CSP+仕様バージョンが正しく記述され

ている。(バージョン 2.1 以降) 
  

FileVersion 
ファイルバージョンが正しく記述され

ている。 
  

DEVICE 

VendorName ベンダー名が正しく記述されている。   

VendorCode 

ベンダーコードが正しく記述されてい

る。 

（パートナー会員番号の 5～8 桁目） 

  

DeviceModel 型名が正しく記述されている。   

Version 
機器バージョンが正しく記述されてい

る。 
  

VersionDisplayFlg 

機器バージョンの表示／非表示が正し

く設定されている。(０：非表示，１：

表示) 

  

VersionPolicyType 

機器バージョンのポリシーが正しく設

定されている。 

0：常に最新の CSP+ファイルを使用 

1：実機と同じバージョンの CSP+ファイ

ルを使用 

2：実機のバージョン以前で最新の CSP+

を使用 

  

COMM_IF 

VendorName ベンダー名が正しく記述されている。   

VendorCode 
ベンダーコードが正しく記述されてい

る。（パートナー会員番号の5～8桁目） 
  

CommIFTypeID 
通信インタフェース ID (“Ethernet”)

が正しく記述されている。 
  

Version 
機器バージョンが正しく記述されてい

る。 
  

ReadVersionType 
“MachineVersion”が正しく記述され

ている。 
  

DevModel 型名が正しく記述されている。   

NumOccupiedStations 
占有局数が正しく記述されている。（1

～64 の整数） 
  

EthernetCommFunction 

CC-Link IE Field ネットワーク Basic

通信機能(bit1)が機能有(1)となって

いる。 

  

 

判 定 条 件  上 記 必 須 項 目 の値 が正 しく記 述 されていること。 

備   考  メーカは，確 認 した内 容 （項 目 の値 ，文 字 列 ）を CLPA に提 出 すること。 

結   果  

メーカ(実 施 ) ＣＬＰＡ(確 認 ) 

  

ＣＣ－Ｌｉｎｋ  Ｐａｒｔｎｅｒ  Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ  

 

 


